
                    

                    

                    

 

東郷中学校と東郷小学校の間にある雑木林の 

中、北山台住宅地寄りの頂上部。ここに日露
に ち ろ

戦争 

の戦役
せんえき

従軍者
じゅうぐんしゃ

を記した石碑が人知れず建ってい 

ます。 

前面には「征
せい

露
ろ

記念
き ね ん

碑
ひ

 陸軍中将
りくぐんちゅうじょう

正五位
し ょ う ご い

勲
くん

二 

等■四級 大久保利貞書」と記され、背面には明 

治３７・３８年の戦役従軍者の氏名とともに、建立
こんりゅう

 

年と建立者
こんりゅうしゃ

名が「明治３８年 春
はる

木村
き む ら

尚武会
しょうぶかい

」と記 

されています。  
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春木村は、現在の傍示本、祐福寺、部田、白

土、春木台、西白土、部田山、清水の各地区を

含む範囲の地域です。 

日露戦争(日本とロシアとの戦争)は、明治３７

年２月に始まり、明治３８年９月に日露講和条約

調印で終わっていますが、石碑背面に刻まれた

氏名を数えると、この戦争に従軍した人が春木

村だけで３３名あったようです。 

この頃の春木村の人口は定かではありませ

んが、春木村と諸和村が合併した明治３９年の

翌年（明治４０年）の東郷村人口は、３,３９８人と

記録されています。生産年齢人口も不明なた

め、総人口と比較してみると３３名という数字は

東郷村の総人口の約１％です。 

合併前の諸和村と春木村が同程度の人口と

すれば、春木村人口の２％に近い数の働き手の

男たちが、日露戦争の戦役従軍者として家を離

れていたということになります。 

 

（
（背
面
の
内
容
） 



                            町内古老の “石川種松（傍示本）・石川隆大 

                          （部田）・石川正巳（祐福寺）・石川菊次郎（和合） 

                          の４氏に尋ねてみました。 

その記憶と「東郷教育七十年誌」をまとめると… 

○ 元は小学校校舎小使室の北側にあったが、いつの頃からか「国旗
こ っ き

掲揚
けいよう

塔
と う

」とともに「奉安
ほうあん

殿
でん

」の

近くの西側にあった。 

○ 地山を削って校舎や運動場を整備したときに  

小さな地山を残し、そこに松と記念碑があった。     (大正末期以降？ ここへ移動)      奉安殿 

○ 北側の新校舎は大正 10年（1921年）、奉安殿は 

  昭和３年（1928年）に造られた。                                                                                                                      

○ 「奉安所」から「奉安殿」までの 

  階段は、50段以上（100段ほ 

  ど？）あった。 

○ 農場では、農業の実習をしてい 

  た。 

○ 町内の各集落に忠魂
ちゅうこん

碑
ひ

があっ 

たが、戦後に進駐軍
しんちゅうぐん

におびえて、 

これらを東郷小学校の裏山に集 

めて横置きしていた。  

 

 

 

明治１０年代の後半から陸軍省
りくぐんしょう

は徴兵慰労会活動を含む兵役
へいえき

奨励
しょうれい

策
さ く

を展開しています。 

愛知県内での徴兵
ちょうへい

慰労
い ろ う

組織（軍事
ぐ ん じ

援護
え ん ご

組織）の名称としては、「徴兵
ちょうへい

慰労
い ろ う

義会
ぎ か い

」、「徴兵慰労会」、

「奉公議会」または「尚武会」などがあったようです。 

○ 「尚武会
しょうぶかい

」というのは、兵隊の援護会のようなもの。   

○ 在郷
ざいごう

軍人会
ぐんじんかい

が全国に組織される前のもの（明治 39年以前）。傍示本で加藤銀太郎の弟の信太

郎氏が尚武会をつくったといわれています。 

○ 昭和 13 年 2月の「村勢一覧」に各種団体として「在郷軍人会 236 名」、「尚武会 657 名」と記

されています。 

階
段 

昭和 16 年校舎平面図（東郷小学校 70 年史）より 

                           奉安所                    

                    

                   運動場 

              ←(当初) 

                

                  

                 … 通 学 路 … 

 

 新 校舎 

松林 

校舎 

 

校舎 

      

 

 

 

 

  農場 

碑 

碑 

小使室 

 

 

校
舎 

こ
う
校 

舎 

正門 

 

現在までの調査状況に基づいてまとめました。 

「奉安殿」などの詳細については、改めて別稿で取り上げさせてい

ただきます。             H23.8.12 作成、R6.12.20 修正 


